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ボクらのあそび場が
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子供たちといっしょに、未来の環境を考えていきたい。

自然は、かけがえのないものです。

失われた自然をとりもどしたい。

全ての生命は海から生まれたのだから。

私たち三菱商事は、2005 年より「サンゴ礁保全プロジェクト」に取り組み、

サンゴ礁の白化現象や病気など、さまざまな角度から研究を重ねてきました。

現在は、沖縄、オーストラリア、セーシェルでボランティアとともに

サンゴ礁の保全プログラムを行っています。

何千年、何万年で育まれたサンゴ礁が、病気だとしたら。

それを心配している海の仲間たちとともに、できることを考えたい。

この本が、そのきっかけになることを願って。
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